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四賀の世帯数・人口

世帯数　　　 世帯　

人　口　　　 　人
　男　　　　 人　

　女　　　 人

319
（平成30年11月1日現在）

秋
晴
れ
の
空
の
も
と
　
四
賀
を
駆
け
抜
け
る

四
賀
一
周
駅
伝
大
会
開
催

第５9回四賀一周駅伝競技大会結果
順位 チーム名 時間 分 秒

優　勝 赤怒田 1 30 21
準優勝 殿野入 1 30 49
第3位 五常 1 35 42
第4位 新町ジャイアンツ駅伝部 1 36 05
第5位 保福寺町 1 37 02
第6位 ほんまち 1 43 06
第7位 反町 1 43 42
第8位 五常IKKO 1 44 01
第9位 赤怒田・絆 1 54 00
第10位 殿野入ファミリー 1 57 18

総
合
成
績

区間 チーム名 氏　名 分 秒

1 五常IKKO 渡辺　徹 7 31
2 五常IKKO 降籏　陸 7 51
3 赤怒田 藤井翔大 7 12
4 殿野入 常田公雄 11 31
5 殿野入 北澤孝訓 12 33
6 赤怒田 川窪　遼 8 21
7 反町 矢満田浩太 6 41
8 五常 丸山純一 7 26
9 保福寺町 宮澤英樹 8 21
10 ほんまち 堀内宏樹 7 46

個
人
成
績

1,943
4,493
2,174
2,319

　
十
一
月
三
日
正
午
、
快
晴
の
空
の

も
と
、
西
宮
バ
ス
停
を
ス
タ
ー
ト
し

た
一
〇
チ
ー
ム
に
よ
り
四
賀
一
周
駅

伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
〇
回
を
目
前
に
し
た
今
回
も

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
年
ぶ
り

に
赤
怒
田
チ
ー
ム
が
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生

の
参
加
も
増
え
、
連
続
出
場
の
選

手
は
記
録
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
雨
の
大
会
と
は
反
対
の

快
晴
と
な
っ
た
十
月
二
十
八
日
に

「
米
か
つ
ぎ
マ
ラ
ソ
ン
in
信
州
松
本

虚
空
蔵
山
２
０
１
８
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

給
水
場
所
も
設
け
ら
れ
、
百
人
を

超
え
た
出
場
者
が
秋
の
四
賀
を
颯

爽
と
駆
け
抜
け
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
後

に
は
今
年
も
「
四
賀
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
用
意
し
た
松
茸
ご
は
ん
の

お
に
ぎ
り
と
、
茸
う
ど
ん
で
疲
れ
を

癒
し
ま
し
た
。

　

来
年
も
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
四

賀
の
秋
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
か
つ
ぎ
マ
ラ
ソ
ン
in
信
州
松
本・虚空蔵山2018
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第
61
回
市
民
体
育
大
会
（
10
月
7
日
）

◦
総
合　
　
　
　
　
　

   

第
13
位

◦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　

女
子　

優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　

男
子　

優
勝

◦
軟
式
野
球　
　
　
　
　

第
3
位

◦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

女
子　

第
14
位

　
　
　
　
　
　

男
子　

第
24
位

◦
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　

40
歳
以
上　

第
5
位

　
　
　
　

39
歳
以
下　

第
5
位

第
35
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

◦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
　
　

第
3
位

◦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ　　

 

第
17
位

四
賀
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

《
優　

勝
》　

s
o
r
i
m
a
t
i

《
準
優
勝
》　

I
K
A
R
I

《
第
3
位
》　

両
瀬

四
賀
地
区
各
種
大
会
結
果

　

十
月
二
十
一
日
に
旧
五
常
小
学
校

と
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ａ
を
会
場
に
し
て
初

め
て
の
イ
ベ
ン
ト
『
し
が
ラ
ボ
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「『
手
仕
事
・
ア
ー

ト
・
生
活
の
知
恵
』
の
研
究
所
を
作
る
。

四
賀
の
廃
校
か
ら
、
新
た
な
場
作
り
」

を
テ
ー
マ
に
旧
五
常
小
学
校
で
音
楽
作

り
や
ダ
ン
ス
、
木
工
、
金
属
や
ガ
ラ
ス
、

皮
加
工
な
ど
約
十
五
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
か
れ
、
若
い
人
や
家
族
連
れ
な
ど

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
校
庭
の

駐
車
場
も一杯
に
な
る
ほ
ど
で
県
外
車
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ａ
さ
ん
の
庭
先
で
は
「
マ

ル
シ
ェ
」
と
題
さ
れ
た
パ
ン
や
お

菓
子
、
本
、
洋
服
な
ど
二
十
六
の

店
舗
が
出
店
し
、
小
さ
い
な
が
ら

も
個
性
的
で
四
賀
で
は
普
段
見
ら

れ
な
い
催
し
で
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
使
え
る
旧
五
常
小
学

校
を
恒
常
的
に
利
用
す
る
試
み
の
ひ

と
つ
に
な
る
と
感
じ
た
催
し
で
し
た
。

　

十
月
二
十
八
日
『
米
か
つ
ぎ
マ
ラ
ソ

ン
』
と
コ
ラ
ボ
の
『
四
賀
に
き
ま
し
ょ
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
四
賀
に
き
ま
し
ょ
』
は
、
四
賀
を
知

っ
て
も
ら
う
、
来
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
年
一回

の
秋
に
住
民
有
志
に
よ
っ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
『
し
が
き
ま
』
は
、
四

賀
支
所
を
中
心
に
、
四
賀
地
区
に

あ
る
カ
フ
ェ
な
ど
七
店
舗
を
巡
り
、

作
家
さ
ん
の
作
品
の
販
売
が
あ
っ

た
り
、
体
験
講
座
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
）
に
参
加
し
た
り
、
食
事
し

た
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で

す
。

　

今
回
の
目
玉
と
な
っ
た
人
形
劇
は
、

四
賀
支
所
と
ヴ
ィ
オ
パ
ー
ク
と
で
二
回

開
催
し
大
盛
況
で
し
た
。

　

米
か
つ
ぎ
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
や
家
族
、

『
し
が
き
ま
』
の
お
客
様
、
イ
ベ
ン
ト

を
知
ら
ず
に
や
っ
て
き
た
行
楽
の
方
で

賑
や
か
な
一日
の
四
賀
と
な
り
ま
し
た
。

四賀ラボ四賀に
きましょ

四賀を知り四賀に来てもらう…2つのイベントが開催

文化祭
11/3・4

　

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
、「
ま
る
た

か
跡
地
」（
赤
怒
田
）
を
利
用
し
、
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
跡
地
の
利
用
例
と
し
て

①
地
区
内
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用

　

を
す
る
場

②
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
事
業
の
場

③
地
区
内
の
人
的
交
流
の
場

跡
地
を
利
用
し
た
い
方
は
、
四
賀

地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

（
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
6
4
-

3
1
1
1
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
る
た
か
跡
地
の
利
用
者
を
募
集
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